





































Psychological processes related to repeatedly making a collage
Takako ISHIGUCHI and Makiko SHIMATANI
 Experience during the process of making a collage and feelings when making a collage 
continuously were investigated to answer the following research questions: (1) what do people feel and 
experience when making a collage, and (2) what changes occur when they made a collage repeatedly. 
Participants (n = 16) made a collage thrice at regular intervals. Then, we interviewed them about the 
internal processes that occurred while they were making the collage. Data were analyzed using the 
Grounded-Theory-Approach. As a result, 37 categories and 9 higher order categories were abstracted. 
Four patterns of changes during the process of making a collage repeatedly were identified. Drawing 
diagrams of categories for each pattern resulted in a temporary process model of making a collage 
repeatedly. Comparison with earlier studies indicated that the model in this study were similar in 
processes, feelings and experience, which is suggestive of the validity of the model. Moreover, it was 
suggested that making a collage continuously changed the self-image of the participants and the 
participants themselves. This study is significant in demonstrating the effects of repeatedly making a 
collage and the resulting experiences.
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20名を対象に１回のみのコラージュの自由制作を























































































№ 質問項目 意図1 作品のタイトルを教えてください。2 また、どのようなことを表現しようとして取り組みましたか？
3 どのようなプロセスで制作しましたか？ どのような制作態度―テーマを意識した、好きなものを貼った等―でコラージュを制作したのかについて知る。4 コラージュ制作前はどんなことを感じましたか？5 では、コラージュ制作中はどんなことを感じましたか？6 制作後はどんなことを感じましたか？7 何故台紙をその色にしたのですか？ 台紙の色をどのような事をイメージして用いたのかを知る。8 どのような点が、自分の作品らしいなと思いますか？ 自分自身をどのようにとらえ、それをどのように表現しているのかについて知る。
9 作品の中に自分自身、もしくは自分自身に近いものはありますか？もしあれば、何故それが自分自身、もしくは自分自身に近いと思うのか教えてください。 自己像のあり様を知る。10 コラージュを制作して、自分に対する何らかの意識の変化はありましたか？もしあれば、それはどのような変化ですか？ コラージュを制作することで、自分自身についての認識の変化があったかについて知る。11 3枚のコラージュ作品を見て、どんなことを感じますか？（※3回目のみ） 自分自身の作品の流れを見て、どう思っているのかを知る。12 コラージュを3回制作してみて、気持ちや意識の変化はありました 3回の制作過程を通して、どのような体験をし
何を表現しようとしていたのかについて知る。
コラージュ制作過程における内的体験について知る。





























































【制作者の持つ好み】 【作業の好悪】 【価値観】 【コラージュの造詣】
【自己イメージ】 【色のイメージ】











≪台紙の選択と加工≫ 【台紙の大きさの選択】 【台紙の色の選択】 【台紙の加工】


























【作品への違和感】 【作品の統合性】 【作品の満足感】 【作品の愛着】
【作品の表現】 【作品のまとまり・統合性の変化】 【作品の意外性】
【作品の複雑性の変化】 【作品の印象の変化】 【形式的側面の変化】 【内容的側面の変化】
【前回との比較】 【制作の振り返り】 【次作の方向性の思案】 【作品のシェア】
【作品ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｰﾏなど）との合致】
【変化の認識】 【自己の再確認】 【自己の見つめなおし】 【自己への気づき】
【自己の確認】 【自分自身の変化】 【自己の振り返り】
≪調査・調査の枠組みへの関心≫ 【時間への気がかり】 【面接への気がかり】 【調査への関心】 【資料への関心】
≪コラージュへの関心・とらえ方≫ 【コラージュ制作への関心】 【コラージュ療法への関心】 【コラージュのイメージ】 【コラージュのとらえ方】
【他者との比較】 【他者の作品への関心】 【他者の制作への関心】 【他者への作品提示】
【他者の評価への関心】
≪気がかり≫ 【不安】 【心配】 【緊張】 【もやもや感】
≪期待感≫ 【楽しさ】 【ワクワク感】 【挑戦】
≪戸惑い≫ 【困惑】 【悩み】 【恥ずかしさ】
【楽しさ】 【面白さ】 【懐かしさ】 【心地よさ】
【リラックス感】 【自信】 【高揚感】
≪焦燥感≫ 【イライラ感】 【焦り】
≪不全感≫ 【物足りなさ】 【つまらなさ】 【不完全燃焼感】 【表現しきれなさ】
≪夢中≫ 【集中】 【没頭】
【不安】 【困惑】 【葛藤】 【罪悪感】
【ショック】




【あきらめ】 【後悔】 【物足りなさ】 【落ち込み】
【焦り】

















≪個人属性≫ ≪制作時の状態≫ ≪気がかり≫ ≪期待感≫
≪制作への準備≫ ≪作品の方向性の探索≫ ≪戸惑い≫ ≪調査・調査の枠組みへの関心≫
≪表現の枯渇≫ ≪作品の方向性≫ ≪コラージュへの関心・とらえ方≫
≪作業への慣れ≫
≪雑誌の選択≫ ≪資料からの触発≫ ≪充足感≫ ≪不全感≫
≪切り抜き作業≫ ≪作品の構成・配置≫ ≪夢中≫ ≪当惑≫
≪貼り付け作業≫ ≪台紙の選択と加工≫ ≪焦燥感≫ ≪辛苦≫
≪自己像の表現≫ ≪自分らしさの表現≫ ≪他者への気がかり≫
≪制作態度・こだわり≫ ≪作業への取り組み≫
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